
 
 

 

 

平成２９年９月２１日 

総合政策局国際政策課 

グ ロ ー バ ル 戦 略 

 

「第２回 日・キルギス官民インフラ会議」を開催しました 

～インフラ分野における協力関係継続を確認～ 

 

 

 

 

 

２０１５年（平成２７年）１０月、安倍総理大臣は、日本の総理大臣として初めてキ

ルギス共和国を訪問し、アタムバエフ大統領との首脳会談後の共同声明において、「質

の高いインフラ投資」の推進が必要不可欠であること等を確認しました※１。 

安倍総理大臣のキルギス訪問の成果を踏まえ、国土交通省では、昨年１０月にキル

ギス共和国ビシュケク市において「第１回 日・キルギス官民インフラ会議」※２を、

本年４月に同市にて「質の高いインフラ・セミナー」※３を開催するなど、着実なフォ

ローアップを行ってまいりました。 

上記を踏まえ、今般、東京にて、「第２回 日・キルギス官民インフラ会議」を開

催、牧野国土交通副大臣とオロゾべコフ投資・輸出促進庁長官の間で、インフラ分野

における協力関係を継続するための協力覚書を署名いたしました。 

 

「第２回 日・キルギス官民インフラ会議」の開催結果等については、別紙を参照

ください。 

 

 

（※１）外務省ホームページ 安倍総理大臣のキルギス訪問（平成２７年１０月２６日） 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/erp/ca_c/kg/page1_000147.html 

 

（※２）「第１回 日・キルギス官民インフラ会議」（平成２８年１０月５日） 

http://www.mlit.go.jp/common/001149040.pdf 

 

（※３）「質の高いインフラ・セミナー」（平成２９年４月１９日） 

http://www.mlit.go.jp/common/001183661.pdf 

 

 

  

国土交通省は９月１４日（木）、キルギス共和国経済省と、東京において「第２回 

日・キルギス官民インフラ会議」を開催しました。会議では、インフラ分野における協

力関係を継続するための協力覚書など２通の覚書を交わしました。 

 今後も、キルギス共和国における「質の高いインフラ投資」を推進してまいります。 

問い合わせ先 

国土交通省 総合政策局 国際政策課（グローバル戦略） 田中、樋口 

電話：03-5253-8111（内線：25215、25225） 直通：03-5253-8314 FAX：03-5253-1562 



別紙 

 

１．「第２回 日・キルギス官民インフラ会議」 

（１）日 時：平成２９年９月１４日（木）１４時３０分～１７時３０分 

（２）場 所：東京都千代田区霞が関１－２－３ 中央合同庁舎第３号館１０階共用会議室Ａ 

（３）主な出席者 日  本  側：牧野国土交通副大臣、吉田国土交通審議官、民間企業１７社等 

キルギス側：オロゾべコフ投資・輸出促進庁長官、 

アイダルベコフ在京キルギス共和国大使 等 

（４）結果概要 

冒頭、牧野副大臣より、「我が国が世界に誇る技術や取組をキルギスの皆様と共有し、今

後のキルギスのインフラ整備に貢献できることを期待している」と挨拶し、オロゾべコフ長

官及びアイダルベコフ大使より、本会議開催への感謝の意と防災インフラ等に関する日本の

協力に期待が示されました。 

署名式において、中央アジア５カ国との間では当省として初となる「質の高いインフラ投

資」の推進及び協力関係の継続に関するキルギス経済省との協力覚書、富士通株式会社とキ

ルギス国家情報技術・通信委員会との覚書がそれぞれ署名されました。 

また、基調講演及びテーマ別ワークショップ（交通、安全・防災インフラ）においては、

日本側及びキルギス側より、個々の取組等について紹介がありました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．交通、安全・防災インフラ関連施設視察 

キルギス側から要望のあった箇所について、キルギス関係者の滞在期間中に、１０ヶ所の交

通、安全・防災インフラ関連施設の視察を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

牧野副大臣とオロゾべコフ長官による署名式 基調講演の様子 

六本木ヒルズ視察 酒井重工業工場視察 


